
(1) 担当支部： 宮崎支部 9691
分水嶺区分 2004年 1月 10日 (4)天候：

（５）参加者氏名および会員番号
児島　実照 9691
荒武　八起 10735
谷口　菊美 13061
松元　正明 13093

計 計

（６）山行記録・位置確認（出発点・ピーク・峠・到達点など、主要ポイントに関して）・所要時間・道の状況

ｺｰｽ概略：

ｱﾌﾟﾛｰﾁ：

度 分 度 分 秒
歩行開始点 林道ゲート 130 57 31 11 3.0 442 11:25

沢道入口 130 57 31 10 53.8 521 11:40 11:50 B-1
沢詰より右尾根に上
がりきった小ピーク 130 56 30 10 49.4 681 12:20 12:45 B-3

分水嶺到達点K236 六郎館岳山頂 130 56 31 11 5.0 757 13:20 13:35 B-2

分水嶺離別点
歩行終了点 林道ゲート 130 57 31 11 3.0 442 15:05 B-3

（７）三角点の位置と保存状況
上記(6)の地点ｺｰﾄﾞを
記入してください 点名 等級 方位

K236 六郎館岳山頂 ３ 南

（８）人工施設の現況および地形図との相違点

（９）水および植生に関連した特記事項

（10）その他の特記事項

（11）写真の添付：（ 有りの場合には、写真説明を記入してください）

ルート沿いには人工施設的なものは見当たらないが、私有林から入ったため、国有林との界杭がかなり明確に打たれ、尾根上で

(1)～(8)は必ず記入してください。(9)～(11)は、気づいた事項があれば記入してください。

サポート要員氏名および会員番号

出発
時刻

(2)記載者氏名：

(8)～(11)の特記
事項等との関係

13264

ルートを探すとき、大いに参考になった。

〃 17.0
2時間50分総歩行時間（休憩時間を除く）：

JAC創立１００周年記念国内登山(中央分水嶺踏査)の山行報告書

   写真説明：　

の町村で共有する場合は、町村間の連携が悪いこともあるので、可能性のあるところは全部確認する必要があると反省した。
事前に町役場にルート等を確認したものの、教えられたルート以外に、正式ともいえるルートが隣町から設置されていた。山頂を複数

には山葵の自生が見られる。
ルート沿いにはアカガシ、シキミ、イスノキ、ヒメシャラ、ヤブツバキ等の樹木のほか、ムラサキシキブ、サツマイナモリの花、また沢沿い

特記事項

樹林に囲まれ、眺望は無し。

保存
状況
良

半ケ石
〃

〃

〃

事務局整理記入欄 宮崎－5
曇

非会員

5名 1名

篠原 栄一

会員番号：児島実照
(3)山行日：K236六郎館岳

中田 憲男

小休止

昼食

地点ｺｰﾄﾞ 地点名
2.5万分の1
地形図名

40.0

17.0
2.0

45.0

鹿屋経由田代町交差点から国道４４８号を内之浦方面に向かい、五郎ケ元より民有地の林道に入る。

民有地（島津林業）林道から入り、沢道を辿る。詰めから右尾根に上がる。ヤブ漕ぎの後、荒西山からの縦走路に出て山頂
に至り、往復する。

経度E
秒

高度
ｍ

緯度Ｎ 道の
状況

到着
時刻


